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海況

海況図は、平日夕方に水産研究課HPの「地先水温情報」のページに、前日分と当日分を掲載しています。

３．週間予報（7月4日～7月11日）

　黒潮は、室戸岬沖では「やや離岸」から「離岸」、潮岬沖では「離岸」で推移する見込み。

　地先水温は、鳴門地区は「平年並み」の21～22℃台、日和佐地区は、「平年並み」の22～23℃台で推移
する見込み。

２．地先水温（6月27日～7月3日）

　鳴門地区の地先水温は、「平年並み」の20.8℃～21.5℃で推移した。

　日和佐地区の地先水温は、「平年並み」の22.6℃～23.0℃で推移した。

※水温の高低 平年並：平年値±0.5℃未満，やや高め/やや低め：平年値±0.5℃以上1.5℃未満
高め/低め：平年値±1.5℃以上2.5℃未満，かなり高め/かなり低め：±2.5℃ 以上

※ 平　年　値 1982年～2016 年の平滑平均値

平成30年7月3日発行
１．周辺海域の水温（6月27

日～7月3日）

　 黒潮は、室戸岬沖では、先
月中旬以降、「やや離岸」で
推移していたが、27日～29日
は南下して「離岸」、2日以降
は再び北上して「やや離岸」
となった。潮岬沖では先週に
引き続き「離岸」で推移した。

　徳島沿岸の水温は、播磨
灘 で 21℃ 台 、 紀 伊 水 道 で
21℃～23℃台、海部沿岸で
22℃～24℃台となっている。
　海部沿岸では黒潮北縁か
ら暖水が流入し暖水域がみ
らえる。黒潮の表面水温は、
26℃～27℃台と上昇した。

※黒潮の離接岸の表現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（いずれも正南方向）
　 　室戸岬沖 接岸：～25NM　やや離岸：25～45NM　離岸45～65NM　著しく離岸：65NM～
　 　潮岬沖 接岸：～26NM　やや離岸：25～56NM　離岸56～86NM　著しく離岸：86NM～



１．紀伊水道（標本漁協数:３）

　船びき網では、シラスが16.3㌧水揚げされた。
  釣りでは、イサキが大主体に0.4㌧水揚げされた。
　延縄では、ハモが大きく減って5.5㌧、タチウオが減って特大主体に0.5㌧、ゴマサバが増えて大主体に
0.4㌧水揚げされた。
　小型定置網では、マダイが減って0.4㌧、マアジが大きく減って小小主体に0.4㌧、ブリが大きく減ってめ
じろ級主体に0.4㌧水揚げされた。
　底びき網では、ハモが大きく減って2.8㌧水揚げされた。

２．海部沿岸（標本漁協数：４）

　釣りでは、カツオが減って中主体に0.2㌧水揚げされた。
　小型定置網では、マアジが大きく増えて小主体に1.2㌧、ウルメイワシが大きく増えて0.9㌧、かます類が
大きく増えて小小主体に0.5㌧、とびうお類が大きく増えて0.4㌧、マイワシが大きく増えて0.4㌧水揚げされ
た。
　大型定置網では、小魚類がいわし類主体に減って12.2㌧、マアジが大きく増えて小主体に7.6㌧、シイラ
が増えて0.6㌧、カツオが大きく減って大主体に0.6㌧、ゴマサバが大きく減って小主体に0.4㌧、とびうお類
が増えて中主体に0.3㌧水揚げされた。

漁況 2018年6月25日～7月1日 （旧暦5月3日～5月9日）

※　前週比 200％以上：↗↗　120-200％：↗　80-120％：→　50-80％：↘　　50％未満：↘↘
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